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２
０
１
０
年
　
　
　

３
月
18
日
掲
載

　

古
く
か
ら
海
上
交
通
の

要
衝
と
し
て
知
ら
れ
る
大

分
市
佐
賀
関
。
江
戸
時
代

に
は
参
勤
船
隊
が
日
和
を

待
つ
港
と
し
て
使
い
、
明

治
時
代
初
期
に
は
貿
易
の

中
心
と
し
て
栄
え
た
。

　

１
８
６
４
年
に
は
坂
本

竜
馬
や
勝
海
舟
が
長
崎
へ

向
か
う
途
中
、
第
２
長
崎

丸
で
入
港
。
地
元
の
竜
馬

フ
ァ
ン
ら
は
熱
心
に
幕
末

の
史
実
を
掘
り
起
こ
し
て

い
る
。
佐
賀
関
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
協
会
（
越

美
智
子
代
表
）
は
竜
馬
が

歩
い
た
山
道
を
〝
龍
馬
街

道
〟
と
名
付
け
、
地
図
や

道
標
を
載
せ
た
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
「
龍
馬
が
駆
け
抜

け
た
道
」
を
作
っ
た
。

　

竜
馬
ら
が
宿
泊
し
た
徳

応
寺
で
は
、東
光
爾
英（
に

え
い
）
住
職
（
55
）
が
着

物
や
模
造
刀
を
そ
ろ
え
、

竜
馬
も
訪
れ
た
海
上
交
通
の
要
衝

　
　
　
寺
に
宿
泊
し
た
記
録

佐賀関ボランティア協会が
作ったリーフレット「龍馬が
駆け抜けた道」

「
竜
馬
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
け
て
い
る
。
追
っ
手
が
多
い
竜
馬
は
本
名
で
泊
ま

る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
が
、
当
時
の
東
光
龍
潭
（
り
ゅ
う
た
ん
）
住

職
が
佐
賀
関
の
出
来
事
を
記
録
し
た
「
日
本
人
物
誌
」
に
は
、
寺
の
宿
泊
者

と
し
て
竜
馬
の
名
前
が
同
志
と
と
も
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

卒
業
前
に
地
元
の
歴
史
を
知
ろ
う
と
寺
に
訪
れ
た
佐
賀
関
小
学
校
６
年
生

２
３
人
は
、
龍
潭
住
職
が
描
い
た
米
国
や
英
国
の
艦
隊
に
興
味
津
々
。
北
尻

祥
子
さ
ん
（
12
）
は
「
竜
馬
と
誕
生
日
が
同
じ
な
の
で
歴
史
を
少
し
知
っ
て

い
た
。
す
ご
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
佐
賀
関
に
生
ま
れ
て
良
か
っ
た
」

と
目
を
輝
か
せ
た
。　
　
　
　
　
（
写
真
、文
と
も
地
域
報
道
部
・
永
冨
希
望
）

「ここに坂本竜馬の名前が載っています」と東光爾英住職（右）が資料を見
せると「本当だ！」「すごい！」と子どもたち
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サ
ザ
エ
の
缶
詰
で
知
ら
れ
る
大
分
市
白
木
の
太
田
缶
詰
に
は
、
創
業
者
の

太
田
美
之
吉（
１
８
６
８
～
１
９
１
３
年
）が
サ
ザ
エ
の
殻
を
利
用
し
て
作
っ

た
貝
ボ
タ
ン
が
残
っ
て
い
る
。

　

文
明
開
化
で
人
々
が
和
服
か
ら
洋
服
に
着
替
え
た
１
８
９
９
年
、
美
之
吉

は
サ
ザ
エ
を
加
工
し
た
後
、
捨
て
る
だ
け
だ
っ
た
殻
か
ら
ボ
タ
ン
を
作
る
こ

と
を
発
案
し
た
。
ド
イ
ツ
人
の
技
術
者
か
ら
学
び
、
こ
の
エ
コ
商
品
は
た
ち

ま
ち
ヒ
ッ
ト
。
地
元
秋
の
江
地
区
の
住
民
に
新
た
な
職
を
与
え
、
輸
出
し
て

外
貨
を
稼
い
だ
と
い
う
。

　

加
工
方
法
を
後
世
に
伝
え
よ
う
と
、
美
之
吉
は
工
程
を
ま
と
め
た
標
本
を

作
っ
て
い
る
。
７
代
目
の
太
田
寛
泰
社
長
（
66
）
が
「
何
度
見
て
も
飽
き
な

い
で
す
よ
」
と
、
黒
い
箱
の
ふ
た
を
ゆ
っ
く
り
と
開
け
た
。

　

１
個
の
殻
か
ら
ボ
タ
ン
の
形
に
20
～
30
カ
所
く
り
ぬ
き
、
糸
を
通
す
小
さ

な
穴
を
開
け
る
。
形
を
整
え
、
磨
い
て
完
成
だ
。
ど
の
工
程
を
見
て
も
、
緻

密
（
ち
み
つ
）
で
美
し
い
。

　

美
之
吉
が
建
て
た
工
場
、
蔵
、
自
宅
は
今
も
変
わ
ら
ず
明
治
時
代
の
趣
を

残
し
て
い
る
。
壁
、
ガ
ラ
ス
戸
、
扇
風
機
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
が
当
時
の
ま
ま

だ
が
古
ぼ
け
た
様
子
は
な
い
。

　

標
本
を
置
く
応
接
間
だ
け
は
洋
間
だ
。
ぜ
ん
ま
い
式
掛
け
時
計
の
音
が
響

く
。
つ
や
め
く
貝
ボ
タ
ン
を
時
間
を
忘
れ
て
見
入
っ
て
い
る
と
、
丸
い
テ
ー

ブ
ル
を
囲
ん
で
外
国
人
と
商
談
す
る
美
之
吉
が
そ
こ
に
居
る
気
が
し
た
。

　
　
　
　
　
（
写
真
、
文
と
も
地
域
報
道
部
・
永
冨
希
望
）

貝
ボ
タ
ン
を
発
案

明
治
時
代
の
エ
コ
商
品

２
０
１
０
年
　
　
　

３
月
26
日
掲
載

太田缶詰の創業者太田美之吉

貝ボタンの標本を見せる
太田寛泰社長
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春
の
一
日
、
穏
や
か
な
風
が
吹
く
大
分
市
の
佐
賀
関
地
域
を
ゆ
っ
く
り
歩

い
て
み
た
。
午
前
10
時
。
磯
の
香
り
に
誘
わ
れ
て
大
平
の
海
岸
線
を
歩
く
と
、

春
の
風
物
詩
〝
ヒ
ジ
キ
の
じ
ゅ
う
た
ん
〟
が
広
が
っ
て
い
た
。「
雨
が
多
い
。

１
週
間
ぶ
り
に
干
せ
る
ん
で
」
と
男
性
（
70
）。
日
焼
け
し
た
手
で
一
本
一

本
を
丁
寧
に
並
べ
て
い
た
。

　

正
午
の
道
の
駅
。
バ
イ
ク
を
止
め
て
缶
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
男
性
、
昼
食
中

の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
。
海
を
眺
め
、
思
い
思
い
の
時
を
過
ご
し
て
い
る
。

　

竜
宮
伝
説
、
タ
コ
断
ち
祈
願
、
地
区
ご
と
に
違
う
盆
踊
り
の
口
説
き
…
。

半
島
を
巡
る
と
、
海
に
ち
な
ん
だ
伝
説
や
風
習
、
珍
し
い
漁
法
に
出
合
う
。

地
元
の
関
心
は
薄
れ
て
い
る
が
、
調
べ
る
ほ
ど
に
歴
史
が
分
か
り
、
面
白
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
実
崎
巌
さ
ん
（
80
）
＝
佐
賀
関
＝
は
、「
機
会
が

あ
る
限
り
、
佐
賀
関
の
魅
力
を
伝
え
た
い
」
と
目
を
輝
か
せ
た
。

　

午
後
４
時
半
の
佐
賀
関
漁
港
。
ウ
ミ
ネ
コ
が
飛
び
交
い
、
漁
師
ら
が
ベ
ン

チ
を
囲
む
。
堺
正
和
さ
ん
（
58
）
＝
白
木
＝
は
、
双
子
の
孫
が
春
祭
り
の
綿

あ
め
を
手
に
し
て
喜
ぶ
姿
を
見
守
っ
て
い
た
。

　

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
の
菜
の
花
が
揺
れ
、
海
面
に
夕
日
が
映
る
。
午
後

６
時
半
、
浜
風
の
ま
ち
が
赤
く
染
ま
っ
て
い
く
―
。

　
　
　
　
　
（
写
真
、
文
と
も
地
域
報
道
部
・
永
冨
希
望
）

穏
や
か
な
春
の
一
日

　
　
　
磯
の
香
り
に
誘
わ
れ
て

２
０
１
０
年
　
　
　

４
月
28
日
掲
載

海岸に沿って広がる “ヒジキのじゅうたん ”

佐賀関漁港に住民の笑い声が響く
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■オオイタデジタルブックとは
　オオイタデジタルブックは、大分合同新聞社と学校法人別府
大学が、大分の文化振興の一助となることを願って立ち上げた
インターネット活用プロジェクト「NAN-NAN（なんなん）」の一
環です。
　NAN-NAN では、大分の文化と歴史を伝承していくうえで重要
な、さまざまな文書や資料をデジタル化して公開します。そして、

読者からの指摘・追加情報を受けながら逐次、改訂して充実発
展を図っていきたいと願っています。情報があれば、ぜひ NAN-
NAN 事務局にお寄せください。
　NAN-NAN では、この「浜風のまち」以外にもデジタルブック
等をホームページで公開しています。インターネットに接続の
うえ下のボタンをクリックすると、ホームページが立ち上がり
ます。まずは、クリック！！！

別 府 大 学

ⓒ 大分合同新聞社

デジタル版「浜風のまち～佐賀関そぞろ歩き」　第 11 回
編集　　　　   大分合同新聞社
初出掲載媒体  大分合同新聞（2009 年 7 月 10 日～ 2010 年 4 月 28 日）

《デジタル版》
 2011 年 6 月 24 日初版発行
編集　大分合同新聞社
制作　別府大学メディア教育・研究センター 地域連携部／川村研究室
発行　NAN-NAN 事務局  
　　   （〒 870-8605 大分市府内町 3-9-15 大分合同新聞社  企画調査部内）

ⓒ 大分合同新聞社

●デジタル版「浜風のまち～佐賀関そぞろ歩き」について
　「浜風のまち」は、大分合同新聞社が 2009 年 7 月から翌
2010 年 4 月まで、同紙朝刊に掲載した連載記事。今回、デ
ジタルブックとして再構成し、公開する。登場人物の年齢を
はじめ文中の記述内容は、新聞連載時のもの。
2011 年 4 月 15 日　  　　　 　　　　         NAN-NAN 事務局
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http://www.beppu-u.ac.jp/
http://www.nan-nan.jp/
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